
2021年度地方共創プログラム～地方に学び、自分を知る～ 

参加者募集について 

 

 本プログラムでは、地方自治体から提示された課題・テーマに対して、地域活性化の貢献

に繋がる実現可能なプランを企画・提案します。学生の皆さんはグループに分かれ、提示さ

れた課題・テーマに沿って地方自治体や地元企業等へのオンラインインタビューや事前の

文献調査、現地フィールドワークを行い、プランの企画を進めます。 

 2021 年度の対象地域は大分県杵築（きつき）市と島根県松江市です。杵築市は本学の創

設者である「金丸鉄」、「伊藤修」の、松江市は本学の初代総理（現在の本学総長）をつとめ

た「梅謙次郎」のふるさとです。両市とは、それぞれ連携・協力協定を締結し、様々な取り

組みを実施しています。 

 参加を希望する方は、以下の要領により申請を行ってください。 

 なお、新型コロナウイルス感染症の感染状況等によっては、現地フィールドワークをオン

ラインフィールドワークに切り替える等プログラムの内容を変更する可能性がありますの

で、あらかじめご了承ください。 

 本プログラムの単位認定はありません。 

 

１ 応募資格 

 以下の要件をすべて満たす者とします。 

 （１）法政大学の学部生・大学院生（休学等、長期に就学を中断している者は除く） 

 （２）地方創生に強い関心をもち、地域の方々やメンバーと協力しながら、プログラムに

積極的に取り組むことができる者 

 

２ 募集概要 

（１）対象地域と課題・テーマ 

 大分県杵築市 「特に国内旅行者にターゲットを絞ったアフターコロナの観光振興」 

 島根県松江市 「学生旅行の聖地化」 

        「自然を活かした体感プロジェクト」 

        「「松江合宿」魅力向上プロジェクト」 

自治体によるオリエンテーション後、いずれか１つを選択してください。ただし、全体の希

望人数等の状況により、希望に沿えない場合があります。 

（２）募集人員 

 各地域最大１０名程度。 

 プログラム参加者がチーム（１チーム３～４人を予定）を編成し、活動に取り組みます。

チーム編成は大学が行います。 

（３）活動期間 



 ２０２１年４月下旬～１０月上旬 

 ※学期中は、学業に支障のない範囲での活動となります。 

（４）募集期間 

 ２０２１年４月７日（月）～４月２３日（金） 

 

３ 申請方法 

（１）以下の Googleアンケートフォームへアクセスし、必要事項を入力の上、申請してく

ださい。 

   URL：https://forms.gle/4dEW3PNcHL7N2SaB6 

（２）募集締め切り後、受講可否の連絡メールを送付します。 

   ※４月２３日（金）に、総長室付教学企画室からメールを送信します。メールが届か

ない場合は、問い合せ先までご連絡ください。 

 

４ 選考について 

（１）募集人数を超えた場合、「３ 申請方法」で提出された内容に基づき選考を行います。 

（２）申請に不備がある場合の連絡や、受講可否等の重要な連絡はメールで行うため、定期

的にメールを確認してください。 

 

５ プログラムスケジュール（予定） 

2021年 4月 12日（月） 各自治体によるオリエンテーション（プレゼン） 

     4月 23日（金） 募集締切、受講可否結果通知 

     5月 21日（金） 事前レクチャー・全体ワークショップ（ZOOM） 

     5月下旬 

      ～8月上旬 

グループワーク（課題・テーマに対する文献調査、 

オンラインによるインタビューなど） 

定例報告会（月 1回程度を想定） 

     8月 6日（金） 中間報告会 

     8月中旬 

      ～9月上旬 

現地フィールドワーク（3日間程度） 

※新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、オンラ

インフィールドワークへ変更 

     9月中旬 

      ～9月下旬 

プラン発表準備 

※必要に応じて、追加調査等行う 

（仮）10月 8日（金） プラン発表会 

※事前レクチャーや定期報告会等は、原則、１８時～１９時３０分に Web会議システム（Zoom）

にて実施予定です。学業に差し支えない範囲で、できる限り参加してください。詳細は参

加者に追って通知します。 

 



６ プログラム参加費用（参考） 

 現地フィールドワーク参加に係る費用については自己負担となります。保険は学生教育

研究災害傷害保険が適用されます。 

【以下、参考情報】 

 ※フィールドワーク日程を 8月 23日（月）～8月 25日（水）と仮定した場合の料金です。 

（１）大分県杵築市 

 ＜航空代＞（JAL公式ホームページより算出） 

  ・羽田空港 ⇒ 大分空港 12,800～14,000円 

  ・大分空港 ⇒ 羽田空港 14,000～16,000円 

  ※75日前までの「ウルトラ先得」予約を利用した場合 

 ＜宿泊代＞（周辺ホテル 素泊まりで算出） 

  ・1泊 約 6,000 円 ⇒ 合計 約 12,000円 

 

総計 約 38,800円～約 42,000円 

 

（２）島根県松江市 

 ＜航空代＞（JAL公式ホームページより算出） 

  ・羽田空港 ⇒ 出雲空港 14,900円～21,900円 

  ・出雲空港 ⇒ 羽田空港 9,800円～20,700円 

  ※75日前までの「ウルトラ先得」予約を利用した場合 

 ＜宿泊代＞（周辺ホテル 素泊まりで算出） 

  ・1泊 約 5,060 円 ⇒ 合計 約 9,200円 

 

総計 約 33,900円～約 51,800円 

 

７ プログラムサポート体制 

  プログラムコーディネーター：高田 朝子教授（イノベーション・マネジメント研究科） 

  プログラムサポーター：学務部、総長室付教学企画室 

  協力：法政大学校友会 

  後援：杵築市総務課／松江市政策部政策企画課 

 

８ 問い合わせ先 

  法政大学総長室付教学企画室 

  電話：03-3264-9931 

  Email：kyogaku@hosei.ac.jp 

  ※メールで問い合わせる場合は、必ず件名（地方共創プログラムに関して）・氏名・所

mailto:kyogaku@hosei.ac.jp


属・学年・学生証番号を明記してください。 


